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し　が　だ　い　（１７）

受取った感謝状

特 別 寄 稿
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　　　　─私の心の故郷─

　昨年度に引き続いて本年度もラオスの教育省の招聘を受
けて、１９９９年１１月２２日から２か月間ラオスの首都ビエンチャ
ンにある教育省・国立教育研究所で理科教育発展のために協
力してきた。依頼された業務内容は小・中・高校の理科の①
カリキュラム開発、②教科書作成、③教師用指導書作成、④
実験観察教材開発、⑤授業方法改良であった。
　ラオスは１９７５年の革命で王政を廃して社会主義国家の道
を選んだが、旧ソ連の崩壊で経済政策が揺らぎ、１９８６年から
経済解放化政策を導入した。しかしながら、今だに農林業と
手工業に依存し、その産業基盤は脆弱である。そこで、ラオ
ス政府は新世紀を迎えるに当たって、世界の科学技術水準に
追いつくために、理科教育のカリキュラムや教科書の抜本的
な改正の必要に迫られ、この要請となった訳である。
　優秀なラオスの教科調査官とカリキュラム開発官７名が
日夜協力してくれたので、昨年度は小・中学校の、本年度は
高校のカリキュラム等の案を完成させることができた。特に
本年度は生徒の個性を活かすために、高校の理科のカリキュ
ラムを理系と文系の２本立てにすることにし、その教育目標
と指導内容を成文化した。
　また、改良方針を示して案文を作成させている合間をぬっ

て、飛行機や車で都市部や山間部の小・中・高校、さらに教
員養成大学をも訪ねて授業分析や教科指導を行なった。
さらに、請われて教育省で「日本の理科教育の現状と指導要
領の改正」「ラオスのカリキュラムの問題点と教員養成の今
後へ向けての提言」の講演も行なった。
　これらの功績に対して、このような感謝状を教育省・教育
研究所から受領した。
　ラオス国民一人当たりのGNPもエネルギー消費量も日本
人の１００分の１で、経済的には決して豊かでないが、心は１００
倍豊かで、人々は優しい。国中に笑顔が満ちていて、実に幸
せそうに暮らしている。前回同様に今回も嫌な思いをしたこ
とは、只の一度もなく故郷に帰ったような安らぎを常に感じ
ていた。「幸せは金では買えない」という大切なことを教え
られたようだ。
　しかしながら、科学技術振興のための基盤作りをしてい
て、これが本当にこの人達をより幸せにするだろうか。却っ
て不幸せにしないだろうか、という危惧を常に感じていた。
私には「幸せとは何か」は分からないが、せめて、５才にな
るまでに５人の内１人の子が死に、人口の４分の１しか安全
な水が飲めず、平均寿命が５３歳という悲しい現実は改善され
るだろうと、自分の行為を正当化して業務に励んだ。

　　　　　　　　　　　　　板坂 修（滋賀大学名誉教授）

←ビエンチャン高校で
　「生物」の授業参観中
　の筆者

ラオスの教育省の高官らと教育改革について懇談
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図
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ネットデイサミット'９９
　　ワークショップｉｎ滋賀を開催
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し　が　だ　い　（１８）

附属中学生も参加しての成端技術講習会

十
二
月

＊
全
国
小
･
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
中
央
審
査
入
選
―
上
田
季
子
さ

ん（
附
属
中
学
校
）　
〔
読
売（
十
二
・

一
）〕

＊
県
内
初「
ネ
ッ
ト
デ
イ
」―
附
属
小
・

中
学
校　
〔
京
都
（
十
二
・
四
）
他
〕

＊
「
び
っ
く
り
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
附
属
小
学
校
で
開
か
れ
る　

〔
朝
日
（
十
二
・
六
）〕

＊
「
現
代
の
経
営
」
講
義
行
わ
れ
る　

〔
朝
日
（
十
二
・
一
〇
）〕

＊
地
球
環
境
教
育
論
―
川
嶋
宗
継
教

授　
〔
毎
日
（
十
二
・
一
一
）〕

＊
台
湾
大
地
震
救
援
募
金
―
附
属
中

１
年
Ｃ
組　
〔
読
売
（
十
二
・
一
六
）〕

＊
中
学
の
音
楽
体
験
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習
に
出
張
演

奏
―
滋
賀
大
オ
ー
ケ
ス
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ラ　
〔
毎

日
（
十
二
・
一
八
）〕

＊
「
ネ
ッ
ト
デ
イ
」
開
か
れ
る
ー
附
属

小
・
中
学
校　
〔
中
日
（
十
二
・
二

○
）
他
〕

＊
教
育
学
部
課
程
の
改
組
―
環
境
教

育
課
程
を
新
設　
〔
中
日
（
十
二
・

二
五
）
他
〕

一
月

＊
平
成
一
二
年
度
学
生
募
集
要
項
発

表　
〔
近
江
同
盟
（
一
・
一
）〕

＊
教
育
学
部
長
選
任
―
石
上
三
雄
教

授　
〔
毎
日
（
一
・
七
）
他
〕

＊
環
境
教
育
課
程
新
設　
〔
朝
日
（
一
・

一
三
）〕

＊
セ
ン
タ
ー
試
験
始
ま
る　
〔
朝
日

（
一
・
一
六
）
他
〕

＊
教
育
問
題
の
新
拠
点
に
―
教
育
実

践
総
合
セ
ン
タ
ー
新
設　
〔
京
都

（
一
・
一
八
）〕

＊
国
際
交
流
会
館
が
完
成　
〔
京
都

（
一
・
一
九
）
他
〕

＊
経
済
学
部
長
選
任
―
成
瀬
龍
夫
教

授　
〔
朝
日
（
一
・
二
九
）
他
〕

＊
四
月
か
ら
環
境
教
育
課
程
を
新
設

　
〔
中
日
（
一
・
三
一
）〕

中日新聞（２０００年１月３１日）
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　大学は文化、科学の発展と教育にかかわる研究・教
育者が集団をなすところです。ここには多様な分野に
わたって日常的に研究と教育が営まれています。しか
し、この大学で、どのようなことが、どのように進め
られているかを知ることはそう容易なことではありま
せん。しかも、これまで国立大学の研究、教育に関す
る情報の公開はいずれの大学でも十分なされてきたと
はいい難い面が少なくなかったといわれています。
　滋賀大学では、これまで『滋賀大学月報』『滋賀大
だより』などの広報誌を刊行して本学で行っている研
究、教育にかかわる情報の提供を行ってきました。し
かし、昨春に広報委員会が発足し、本学でのこれまで
の広報活動のありかたを再検討した結果、試みの一つ
として２０００年を迎え、新たな装いをもつ広報誌『しが
だい』を刊行することで意見がまとまりました。
　滋賀大学が所在する滋賀県は、古代では近江国と呼
ばれ、奈良時代の中頃に作られた藤原氏の『 家伝 』に

かでん

記された「 武智麻呂 
む　ち　ま　ろ

伝」（藤原 不比等 の子）に、「近江
ふ　ひ　と

国は宇宙有名の地なり。地広く人 衆 く、国 富 み家 給 ふ。
おお と そな

東は 不破 に 交 り、北は 鶴  賀 に接す。南は 山背 に通じて、
ふ　わ まじわ つる が やましろ

この 京邑 に至る。 水海 清くして広く……」と記されて
みやこのさと みずうみ

おり、じつに自然に、また交通に恵まれたところでし
た。滋賀大学が彦根市、大津市に置かれている自然的、
人文的な環境もさほど当時と変わっていません。近畿
圏にあって東海地域、北陸地域にも通じたじつに恵ま
れた環境で我々の研究、教育は進められているのです。
しかし、古代と同じとのみいえません。異なる点の認
識も重要です。
　新たな広報誌は年に５号を刊行し、そのうち２号は
学生委員会が主体に編集することになりました。この
誌面には現在の滋賀大学をめぐる多様な環境のなかで
行われている研究、教育と学生に関連する記事が満載
されることになるでしょう。これまでの『滋賀大学月
報』『滋賀大学だより』でも多くの情報を提供してき
ましたが、新たに分野を広げ、内容豊かな記事を載せ
るつもりでいます。ここには本学の過去の遺産と現在
を基にしながら、未来につながるものが誌面に展開す
るはずです。よき読者であるとともに、よき筆者であ
ることをお願いします。

　　　　　　　　　　　 広報委員会　小笠原 好彦

報
道
さ
れ
た
主
な
記
事
（　

月
・
１
月
）
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